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氏名　　共立　太郎　　　㊞

	研究分野
	研究のキーワード

	地域経済・都市経済
	地域通貨、都市機能、鉄道、航空

	教育上の能力に関する事項

	事　項
	年月日
	概　　　　　　　　　　要

	１　教育方法の実践例
	
	

	　(1)「誰にでも解る経済学」セミナー
	平成17年8月2日～

平成17年8月5日
	○○大学経済学会主催の公開講座において、一般市民を対象に経済の仕組みを解りやすく講義した。その講座において受講者にアンケートを実施し、経済の仕組みを考える上で躓く部分を集計し、よりわかりやすい解説書を作成し受講者全員に無料配布を行った。



	　(2)・・・・・
	・・・
	· ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

· 

	２　作成した教科書、教材
	
	

	(1)『かんたんな経済学』
	平成17年10月

九共大出版

共　著


	大学での教養教育の講義を対象としたテキストとして誰にでも解りやすい経済学の入門書として執筆した。学士課程を修了し社会人として活躍する上で、最低限知っておくべき経済の仕組みについて図解を用いて解説した。[第２章、第４章を担当]

（分担執筆：矢加部 裕、共立 太郎、大山 昭）



	　(2)・・・・・・・・
	・・・・・
	· ・・・・・・・・・・

· 

	３　教育上の能力に関する大学等の評価
	
	現在大学に勤務されている方で、勤務する大学での評価等があれば記入ください。

	４　実務の経験を有する者についての特記事項          
	
	教育上の能力に関する事項について、実務経験に関する特記事項があれば記入ください。

	５　その他
	
	

	　(1)・・・・・
	
	教育上の能力に関することであれば何でもご記入ください。

	職務上の実績に関する事項

	事　項
	年月日
	概　　　　　　　　　　要

	１　資格、免許
	
	

	　(1)中学校教諭一種免許状
	平成２年３月
	中学校教諭一種免許状（社会）（平2中一第3012号、福岡県教育委員会）

	　(2)高等学校教諭一種免許状
	平成２年３月
	高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（平2高一第2085号、福岡県教育委員会）

	　(3)修士（経済学）
	平成４年３月
	修士（経済学）の授与（東京○○大学第23号）

	　(4)ビジネス実務士
	平成２年３月
	ビジネス実務士の称号認定（○○第566号、全国大学実務教育協会）

	２　特許等
	
	

	　なし
	
	特許があればご記入ください。その際、特許番号もあわせてご記入ください。

	３　実務の経験を有する者についての特記事項          
	
	職務上の実績に関する事項について、実務経験に関する特記事項があれば記入ください。

	４　その他
	
	職務上の能力に関することであれば何でもご記入ください。

例えば委員会活動について記載しても構いません。

	研究業績等に関する事項

	著書、学術論文の名称
	単著・

共著の別
	発行又は

発表の年月
	発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称
	概　　　要

	（著書）
	
	
	
	

	1.日本の経済は今
	共著
	平成13年5月
	○○出版

（全206ページ）
	日本の経済活動は・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・について解説をおこなった。[P112～135、P155～168頁を担当]

（岡村幸彦、共立太郎、山崎徹　他2名）


	2.
	
	平成14年10月
	
	年代の古い順番に記入



	3.
	
	
	
	

	（学術論文）査読有
	
	
	
	

	1.北九州・筑豊地区における鉄道輸送に関する一考察－過去から現在へ－
	単著
	平成13年8月
	九州都市経済研究会第2巻第4号

（P54～60）
	北九州・筑豊地区は、高度経済成長期において・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

ことを明らかにした。



	2.
	
	
	
	

	3.
	
	
	
	

	（学術論文）査読無
	
	
	
	

	1.交通渋滞のシステムに関する一考察
	共著

筆頭
	平成15年8月
	東京○○大学研究紀要第87号

（P102～115）
	モータリゼーションが加速する時代に・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・ことを明らかに分析した。

（共立太郎、山崎徹、佐藤高志）


	2.
	
	
	
	

	3.
	
	
	
	

	（その他）
	
	
	
	

	【学会発表】
	
	
	
	

	1.福岡空港の過密ダイヤがもたらす離発着への弊害
	共同
	平成14年8月
	第37回全国都市経済学会

（於：東京国際フォーラム）
	近年の福岡空港は、国内線・国際線共に離発着の回数が増加し、1時間に・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・について発表をおこなった。

（佐藤高志、山口祐子、共立太郎）

	2.
	
	
	
	


担当部分、分担執筆者を必ず記入する。





免許番号、学位番号は


必ず記入する








